
可
腕
小
麗
容
五

と
帯
ら
れ
候
成
、
仔
細
御
座
候
て
鈎
は
私
方
に
置
申
候
。
箱
は
蹄
取

時
節
可
有
之
候
。
そ
れ
ま
で
御
納
戸
へ
入
置
可
申
候
よ
し
‘
そ
う
か

ん
被
申
候
へ
ば
、
さ
あ
ら
ぼ
そ
う
か
ん
呼
ぺ
と
て
召
出
し
、
何
故
共

方
に
鎗
有
之
候
哉
、
諦
取
可
申
と
被
申
候
慮
、
是
は
私
へ
御
預
被
遊

候
問
、
蛍
君
御
十
五
歳
以
後
御
仕
也
被
遊
侠
時
分
上
げ
可
申
候
。
共

迄
は
い
か
ゃ
う
の
事
候
て
も
、
外
の
者
へ
は
渡
し
申
関
数
よ
し
、
御

遺
言
に
て
奉
預
候
問
、
渡
し
が
た
き
と
怠
り
。
御
老
中
被
申
候
は
、

此
内
見
不
申
候
は
で
は
成
不
申
候
問
、
可
被
相
波
と
の
事
な
れ
共
、

絡
に
渡
し
不
被
申
候
。
御
.
十
五
歳
以
後
差
上
申
供
。
右
の
時
分
御
十

三
四
裁
に
た
ら
せ
ら
る
A
よ
し
也
。
一
度
は
叱
被
遊
侠
儀
を
迷
惑
し
、

一
生
笑
不
被
申
心
様
堪
感
慨
駕
。

一
、
山
崎
甲
斐
守
勘
定
臭
書
不
被
致
事

徳
廟
の
御
時
讃
州
丸
抱
城
主
山
崎
甲
斐
守
、
あ
る
時
公
家
衆
参
向
の

御
馳
走
に
か
L
り
被
申
候
。
此
御
用
の
第
に
締
取
申
金
銀
、
諸
事
相

演
候
へ
ば
、
御
用
に
か
h

り
申
衆
よ
り
勘
定
を
途
げ
、
臭
替
を
し
ヱ

被
出
事
越
た
る
事
也
。
甲
斐
守
に
も
共
通
に
い
た
し
被
申
候
様
に
‘

御
勘
定
奉
行
よ
り
被
申
建
候
底
、
甲
州
か
た
く
た
た
る
人
に
て
、
中

島
内
出
ぺ
き
様
な
し
。
此
方
ど
も
金
銀
を
務
取
支
配
申
付
候
に
、
何
の

l
i
;
:
・

}
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疑
敷
事
可
有
之
哉
と
、
申
切
て
居
ら
れ
候
。
御
勘
定
方
よ
り
は
、
此

人
ば
か
り
寄
付
を
不
取
し
て
は
、
持
明
不
申
候
故
強
て
可
取
と
い

ふ
。
大
に
公
事
に
成
け
れ
ど
も
、
甲
州
は
誓
一
吉
を
以
出
す
ま
じ
き
と

あ
り
。
扱
土
井
大
炊
頭
殴
へ
、
羽
織
が
け
に
て
あ
わ
た

r
敷
被
参
被

申
候
は
、
御
聞
被
下
侠
へ
。
我
等
今
度
御
用
に
諦
取
申
金
銀
の
仕
掛

を
い
た
し
、
紙
面
を
出
し
候
様
に
勘
定
方
よ
り
申
候
。
士
が
仕
候
事

に
何
の
偶
有
之
も
の
に
や
。
沙
汰
の
限
り
成
事
を
申
候
。
此
俄
に
沿

い
て
は
い
か
や
う
に
被
仰
付
候
と
も
、
紙
面
出
し
申
閥
敷
候
。
如
何

思
召
候
哉
と
の
事
也
。
大
炊
頭
殿
聞
て
}
々
承
居
、
御
自
分
被
仰
庭

御
免
至
極
な
り
。
必
々
密
文
等
御
出
し
あ
る
間
敷
候
と
被
申
候
故
、

甲
州
殊
の
外
悦
び
、
扱
は
左
様
に
思
召
候
哉
、
珍
重
成
事
h
C
打
解

被
申
候
故
、
大
炊
殿
軍
て
被
申
候
は
、
成
程
御
自
分
に
は
被
出
ま
じ

き
と
被
仰
候
が
聞
え
申
候
。
去
共
あ
危
た
に
は
紙
面
を
と
ら
ね
ば
埼

明
不
申
候
故
、
可
執
と
申
も
是
も
聞
え
申
候
。
さ
あ
ら
ば
御
家
来
に

勘
定
を
途
さ
せ
て
、
紙
面
を
出
候
様
民
一
被
成
事
は
、
成
ぺ
き
事
か
と

存
候
回
日
被
申
候
へ
ば
、
そ
れ
は
何
の
つ
か
へ
申
事
も
無
之
と
被
申

候
。
左
様
に
候
へ
ば
御
自
分
御
家
来
と
申
事
、
雄
知
も
の
に
候
問
、

御
自
分
家
来
無
紛
趣
を
奥
に
書
て
、
御
自
分
判
を
被
成
候
て
不
被
譜

候
は
で
は
成
ま
じ
く
候
。
是
は
く
る
し
か
る
ま
じ
き
か
と
存
候
。
い

か
ど
と
被
申
候
に
付
、
夫
は
自
分
の
家
来
と
申
事
、
何
程
調
べ
出
し

て
も
、
っ
か
へ
無
之
候
と
被
申
候
。
共
通
家
飛
に
勘
定
さ
せ
‘
共
末

に
御
自
分
家
来
無
紛
と
申
事
、
御
書
出
し
被
成
候
様
に
と
指
聞
に

七
、
よ
ほ
ど
六
ク
敷
事
何
の
云
事
も
な
く
済
申
候
。
甲
州
、
大
炊
殿

へ
右
の
事
と
ひ
か
け
ら
れ
し
時
、
な
に
と
返
答
被
致
候
は
ん
哉
と
、

家
-
来
中
も
心
を
付
承
候
。
大
野
仁
兵
衛
服
務
炉
鱗
段
明
・
次
に
罷
在

承
候
と
ぞ
。
甲
州
共
得
v
人
や
質
直
而
不
v
解
=
事
情
-
の
人
と
云
ぺ
き
も

の
か
。愚

問
。
甲
州
は
大
館
に
通
じ
た
る
人
と
可
申
。
丸
範
の
披
主
た
る

人
の
、
金
銀
の
勘
定
等
、
自
身
の
判
形
に
て
寄
附
可
出
の
秘
法
.

有
ま
じ
き
事
也
。
国
家
創
業
の
時
分
に
て
、
上
下
貴
賎
の
差
等
も

友
ぐ
、
御
法
に
任
せ
て
有
司
の
輩
せ
め
た
る
も
の
と
見
え
た
り
。

共
人
か
た
く
な
な
る
故
と
は
不
可
申
供
。
械
直
・
な
る
ま
L
K
、
聞

く
執
て
被
申
た
る
も
の
也
。
大
炊
殿
包
容
の
量
あ
り
て
、
共
善
意

を
助
け
而
も
御
法
も
立
候
様
に
い
た
さ
れ
候
儀
、
流
石
の
儀
と
存

候
。
と
と
に
甲
州
へ
の
申
様
、
納
v

約
自
v
閥
の
類
な
る
耶
。

一
、
藤
堂
高
虎
、
犬
野
智
石
に
被
語
候
事

可
観
小
説
巻
五

大
野
智
石
十
歳
許
の
時
、
大
炊
頭
殿
に
事
公
し
客
有
之
時
、
茶
の
か

よ
ひ
な
ど
い
た
し
候
。
或
時
藤
堂
和
泉
守
高
虎
被
参
候
。
制
官
石
べ
被

申
候
は
‘
側
一
何
十
柳
明
日
即
日
英
方
は
仁
兵
衛
せ
が
れ
と
問
、
緒
事
心
を
つ
け

勤
可
申
候
。
ち
ひ
さ
き
時
の
心
が
後
迄
通
る
も
の
な
り
な
ど
L
被
申

候

τ、
我
が
脊
を
か
き

τく
れ
と
て
、
脊
を
か
L

さ
れ
、
さ
て
よ
き

/
¥
語
け
と

τ、
共
時
被
申
候
は
、
艇
が
あ
ら
う
が
と
被
申
候
ゆ

ゑ
‘
成
程
御
座
候
と
申
候
へ
ば
、
是
に
つ
き
酬
明
が
あ
り
、
語
て
聞
せ

可
申
候
。
我
は
も
と
大
和
大
納
言
殿
に
罷
在
足
軽
せ
し
が
、
太
閣
の

三
遊
の
披
攻
の
時
、
共
陣
中
に
て
敵
陣
へ
忍
び
に
行
き
て
、
様
子
を

候
う
て
来
れ
と
あ
り
て
忍
び
に
行
き
し
が
、
笹
垣
の
際
を
そ
ろ
/
¥

と
行
く
に
.
何
と
ぞ
敵
方
に
物
脅
す
る
と
思
う
た
る
や
、
内
よ
り
鑓

に
て
右
の
高
股
を
突
た
り
。
共
時
共
鎗
を
そ
と
ぬ
き
‘
着
た
る
濁
織

に
て
ち
ゃ
っ
と
拭
て
趨
り
候
へ
ば
、
鎗
は
垣
注
ど
に
賞
り
申
様
に
て

共
所
を
過
ぎ
ぬ
。
是
は
血
附
た
ら
ぽ
、
人
来
る
と
知
ぺ
き
か
と
思
う

て
如
此
し
た
り
。
扱
蹄
り

τ右
の
様
子
委
し
く
申
候
へ
ぽ
、
太
閤
の

耳
に
入
て
用
に
立
ぺ
き
も
の
也
と
て
、
太
閤
へ
も
ら
は
れ
、
そ
れ
よ

り
段
々
立
身
し
て
今
三
十
高
石
徐
被
下
也
。
.
我
は
足
騒
か
ら
さ
へ
、

一
度
は
何
と
ぞ
と
思
ふ
心
あ
る
ゆ
ゑ
如
此
。
共
方
は
仁
兵
衛
が
子
た

一O
三




